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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第84期
第２四半期
連結累計期間

第84期
第２四半期
連結会計期間

第83期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (百万円) 72,600 42,189 180,522

経常利益 (百万円) 32 598 7,365

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) △134 262 4,062

純資産額 (百万円) ― 111,606 113,141

総資産額 (百万円) ― 149,583 161,177

１株当たり純資産額 (円) ― 1,286.85 1,303.77

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失(△)

(円) △1.55 3.02 46.94

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 74.6 70.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 4,436 ― 3,362

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △5,155 ― 2,219

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,241 ― △1,248

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 20,294 22,259

従業員数 (名) ― 1,962 1,846

(注) １　売上高には、消費税等は含まれていない。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載していない。
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２ 【事業の内容】

当社の関係会社は、子会社13社、関連会社２社及びその他の関係会社１社により構成されており、当社及
び子会社・関連会社は建設事業、製造・販売事業を主な事業としている。
当第２四半期連結会計期間における、各部門に係る主な事業内容の変更はない。また、主要な関係会社の
異動は次のとおりである。
　
主要な関係会社の異動
（建設事業）
平成20年９月30日に宮田建設㈱の株式を取得し、新たに連結子会社となった。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は次のとおりである。

　

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有割合
(％)

関係内容

(連結子会社)

宮田建設㈱
広島県
庄原市

88建設事業 100.0
当社に対し舗装工事等を発
注している。

役員の兼務　２名

(注) １　「主要な事業の内容」欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載している。

２　特定子会社に該当する会社はない。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
1,962
(297)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載してい

る。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名)
1,793
(291)

(注)　従業員数は就業人員であり、当社から他社への出向者を除き、また、臨時従業員数は(　)内に当第２四半期会計期間

の平均人員を外数で記載している。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 受注実績
　

区分

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

(百万円)

建設事業 26,994

製造・販売事業 14,933

合計 41,927

(注)  上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値である。

　

(2) 売上実績
　

区分

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

(百万円)

建設事業 27,084

製造・販売事業 14,933

その他の事業 171

合計 42,189

(注)  上記の金額は、セグメント間取引の相殺消去後の数値である。

　

当グループの建設事業及びその他の事業では、生産実績を定義することが困難であるため「生産の状

況」は記載していない。

建設事業は、提出会社に係る受注・売上の状況が当グループの受注・売上の大半を占めているので、参

考のため提出会社個別の事業の状況を示すと次のとおりである。

　

提出会社個別の建設事業における受注工事高及び施工高の状況

①　受注工事高、完成工事高、繰越工事高及び施工高
　

期別 工種別
前期繰越
工事高
(百万円)

当期受注
工事高
(百万円)

計
(百万円)

当期完成
工事高
(百万円)

次期繰越工事高 当期

施工高
(百万円)

手持工事高
(百万円)

うち施工高
(％、百万円)

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

アスファルト舗装 17,86843,94661,81436,04025,77431.6 8,14539,681

コンクリート舗装 667 1,847 2,515 460 2,055 16.1 331 726

土木工事 4,090 7,04611,1367,370 3,766 39.0 1,467 8,194

計 22,62652,84075,46743,87131,59531.5 9,94448,602

前事業年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

アスファルト舗装 22,37296,162118,534100,66617,86825.2 4,50499,653

コンクリート舗装 391 1,326 1,717 1,049 667 9.8 65 987

土木工事 3,25013,69116,94212,8524,090 15.7 643 12,699

計 26,014111,180137,195114,56822,62623.0 5,213113,340

(注) １　当期受注工事高には、前期以前に受注した工事で、契約の変更により、請負金額に変更のあるものについての増
減額を含めている。従って当期完成工事高にもこの増減額が含まれている。

２　次期繰越工事高の施工高は、手持工事高の工事進捗部分である。
３　当期施工高は(当期完成工事高＋次期繰越施工高－前期繰越施工高)に一致する。
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②　受注工事高の受注方法別比率

工事の受注方法は、特命と競争に大別される。

　

期別 区分 特命(％) 競争(％) 計(％)

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

アスファルト舗装 93.4 6.6 100

コンクリート舗装 29.7 70.3 100

土木工事 95.4 4.6 100

(注)　百分比は請負金額比である。

　

③　完成工事高

　

期別 区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 計(百万円)

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

アスファルト舗装 1,902 19,248 21,150

コンクリート舗装 46 160 206

土木工事 537 4,576 5,113

計 2,486 23,985 26,471

(注) １　当第２四半期会計期間の完成工事のうち請負金額１億円以上の主なものは、次のとおりである。

発注者 工事名

国土交通省 百里飛行場南側滑走路舗装他工事

㈱厚木自動車学校 ㈱厚木自動車学校移転計画造成工事

国土交通省 国道１８８号光電線共同溝中央工事

㈱大建 ガーデンシティ白金宅地造成工事

阪神高速道路㈱ 舗装補修工事（１９－４－神）

２　当第２四半期会計期間において完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先はない。

　

④　手持工事高(平成20年９月30日現在)

　

区分 官公庁(百万円) 民間(百万円) 計(百万円)

アスファルト舗装 4,824 20,949 25,774

コンクリート舗装 1,971 83 2,055

土木工事 258 3,507 3,766

計 7,054 24,541 31,595

(注)　手持工事のうち請負金額１億円以上の主なものは、次のとおりである。

発注者 工事名 完成予定年月

成田国際空港㈱ 整備地区エプロン舗装改修工事４（平成２０） 平成22年３月

カシオ計算機㈱ カシオ計算機㈱羽村市土壌改良工事 平成21年３月

草野作工㈱ （仮称）江別市上江別商業施設建設工事 平成21年２月

国土交通省 百里飛行場エプロン舗装他工事 平成20年11月

中日本高速道路㈱ 小田原管内　舗装補修工事（平成２０年度） 平成21年４月
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(3) 製造・販売事業における生産及び販売の状況

　

期別

アスファルト合材
その他売上金額
(百万円)

売上高合計
(百万円)生産実績

(千ｔ)
売上数量
(千ｔ)

売上金額
(百万円)

当第２四半期
連結会計期間

(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

1,983 1,374 10,703 4,229 14,933

(注) １　アスファルト合材の生産実績と売上数量との差は社内使用数量である。

２　その他売上高は、アスファルト乳剤、砕石等の素材の販売等の売上高である。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われていない。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間は、公共投資及び民間住宅投資等建設投資が総体的に減退傾向にある中、
工事量、製品販売数量の獲得競争が一段と激化し、原油価格高騰による原材料及び燃料の価格上昇分を
請負価格や販売価格に充分転嫁できなかったこと等により、売上高減少と原価率上昇という厳しい経
営環境にあった。
このような状況の中、当グループは従来から推進する民間工事と循環型事業に注力した営業を展開
し、それらの分野では健闘したものの、業績の悪化を完全に補填するに至らず、第２四半期連結会計期
間の受注高は419億２千７百万円、売上高は421億８千９百万円となり、営業利益は５億７千１百万円と
なり、経常利益が５億９千８百万円、固定資産除却損及び法人税等により四半期純利益は２億６千２百
万円となった。

　

事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりである。

(建設事業)

当第２四半期連結会計期間の受注工事高は269億９千４百万円、完成工事高は270億８千４百万円、営
業利益は４億９千２百万円となった。

(製造・販売事業)

当第２四半期連結会計期間のアスファルト合材及びその他製品売上高は149億３千３百万円、営業利
益は９億６千１百万円となった。

(その他の事業)

当第２四半期連結会計期間のその他売上高は１億７千１百万円、営業利益は３千１百万円となった。

　

(2) 財政状態の分析

①　資産の部

流動資産は、前連結会計年度末に比べ126億４千８百万円減少し、699億１千７百万円となった。こ
れは主に、回収による受取手形・完成工事未収入金等の減少によるものである。
固定資産は、前連結会計年度末に比べ10億５千４百万円増加し、796億６千６百万円となった。これ
は主に、土地の取得によるものである。
以上の結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ115億９千４百万円減少し、1,495億８千３百万円
となった。

②　負債の部

流動負債は、前連結会計年度末に比べ104億９千１百万円減少し、309億４千１百万円となった。こ
れは主に、支払いによる支払手形・工事未払金等の減少によるものである。
固定負債は、前連結会計年度末に比べ４億３千１百万円増加し、70億３千５百万円となった。これ
は主に、子会社の新規連結に伴う負ののれん（その他）の計上によるものである。
以上の結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ100億５千９百万円減少し、379億７千６百万円と
なった。

③　純資産の部

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ15億３千４百万円減少し、1,116億６百万円となった。これ
は主に、剰余金の配当によるものである。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、202億９千４百万円となった。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、５億７千１百万円の支出と
なった。これは主に、売上債権の増加によるものである。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間の投資活動によるキャッシュ・フローは、67億３千３百万円の支出と
なった。これは主に、有価証券の取得による支出によるものである。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間の財務活動によるキャッシュ・フローは、１千８百万円の支出となっ
た。これは主に、自己株式（単元未満株）の買取によるものである。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変
更及び新たに生じた課題はない。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１億２千８百万円である。なお、当グループは建設
事業及び製造・販売事業が一連のものであり、事業の種類別セグメント毎の明確な関連付けは困難で
ある。
当第２四半期連結会計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新

設、除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はない。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】
　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 193,000,000

計 193,000,000

　

② 【発行済株式】
　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,159,45394,159,453
東京証券取引所
(市場第一部)

―

計 94,159,45394,159,453― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項なし。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

― 94,159,453 ― 19,350 ― 23,006
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(5) 【大株主の状況】
平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

前田建設工業株式会社 千代田区富士見２丁目10番26号 20,460 21.73

ノーザン　トラスト　カンパニー　
（エイブイエフシー）　サブ　アカ
ウント　アメリカン　クライアント

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK

8,540 9.07
(常任代理人　香港上海銀行東京支
店)

(中央区日本橋３丁目11番１号)

ノーザン　トラスト　カンパニー　エ
イブイエフシー　リ　ユーエス　タッ
クス　エグゼンプテド　ペンション　
ファンズ

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON E14
5NT, UK

3,759 3.99

(常任代理人　香港上海銀行東京支
店)

(中央区日本橋３丁目11番１号)

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口)

中央区晴海１丁目８番11号 3,722 3.95

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社(信託口)

港区浜松町２丁目11番３号 3,309 3.51

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社(信託口４Ｇ)

中央区晴海１丁目８番11号 2,905 3.09

ステート　ストリート　バンク　アン
ド　トラスト　カンパニー
５０５０１９

AIB INTERNATIONAL CENTRE P.O. BOX 518
IFSC DUBLIN, IRELAND

2,300 2.44
(常任代理人　株式会社みずほコー
ポレート銀行兜町証券決済業務室)

(中央区日本橋兜町６番７号)

前田道路社員持株会 品川区大崎１丁目11番３号 2,152 2.29

シービーエヌワイ　デイエフエイ　
インターナショナル　キャップ　バ
リュー　ポートフォリオ

1299 OCEAN AVENUE, 11F, SANTA MONICA, CA
90401 USA

1,628 1.73
(常任代理人　シティバンク銀行株
式会社)

(品川区東品川２丁目３番14号)

共栄火災海上保険株式会社 港区新橋１丁目18番６号 1,500 1.59

計 ― 50,275 53.39

(注) １　上記の他、当社が7,248千株(発行済株式総数に対する所有株式数の割合7.70％)所有している。
２　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、当社として把握することができない。

３　当第２四半期会計期間において、シルチェスター・インターナショナル・インベスターズ・リミテッドから平

成20年９月３日付の大量保有報告書の提出があり、平成20年８月28日現在で以下の株式を所有している旨の

報告を受けたが、当社として当第２四半期会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができていない。

　　なお、その大量保有報告書の内容は次のとおりである。

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

シルチェスター・インターナ
ショナル・インベスターズ・リ
ミテッド

英国ロンドン ダブリュー１ジェイ ６
ティーエル、ブルトン ストリート１、タ
イムアンドライフビル５階

11,939 12.68
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】
平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　 7,248,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式     　597,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　85,259,000 85,259 ―

単元未満株式 普通株式　　 1,055,453 ― ―

発行済株式総数 　　　　　　94,159,453 ― ―

総株主の議決権 ― 85,259 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれ

ている。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、次の株式数が含まれている。

　(1) 自己保有株式数

前田道路株式会社所有 951株

　(2) 相互保有株式数

東海アスコン株式会社所有 105株

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
前田道路株式会社

品川区大崎
１丁目11番３号

7,248,000 ─ 7,248,0007.70

(相互保有株式)
東海アスコン株式会社

豊橋市石巻平野町
字日名倉37番地

497,000 ─ 497,000 0.53

(相互保有株式)
双和産業株式会社

松本市大字芳川小屋
９番地17

100,000 ─ 100,000 0.11

計 ― 7,845,000 ─ 7,845,0008.33

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 872 855 790 774 759 784

最低(円) 784 701 717 721 647 666

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部の実績による。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

(昭和24年建設省令第14号)に準じて記載している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 12,633 14,373

受取手形・完成工事未収入金等 26,434 44,450

有価証券 13,683 11,912

未成工事支出金等 ※１
 11,934

※１
 6,239

その他 5,990 6,140

貸倒引当金 △758 △549

流動資産合計 69,917 82,566

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 12,324 12,525

機械・運搬具（純額） 13,062 14,316

土地 36,268 35,404

その他（純額） 1,866 1,392

有形固定資産合計 ※２
 63,522

※２
 63,639

無形固定資産 1,313 748

投資その他の資産

投資有価証券 9,870 9,396

その他 5,225 5,282

貸倒引当金 △266 △456

投資その他の資産合計 14,830 14,223

固定資産合計 79,666 78,611

資産合計 149,583 161,177

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 20,138 28,993

未払法人税等 154 2,642

未成工事受入金 5,265 3,298

賞与引当金 2,232 2,522

引当金 368 602

その他 2,781 3,373

流動負債合計 30,941 41,432

固定負債

退職給付引当金 5,637 5,666

引当金 423 405

その他 974 530

固定負債合計 7,035 6,603

負債合計 37,976 48,036
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 19,350 19,350

資本剰余金 23,087 23,085

利益剰余金 73,248 74,599

自己株式 △4,064 △4,040

株主資本合計 111,622 112,996

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △63 △76

為替換算調整勘定 △18 126

評価・換算差額等合計 △82 49

少数株主持分 66 95

純資産合計 111,606 113,141

負債純資産合計 149,583 161,177
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 72,600

売上原価 67,843

売上総利益 4,757

販売費及び一般管理費 ※１
 5,073

営業損失（△） △316

営業外収益

受取利息 85

受取配当金 108

その他 176

営業外収益合計 370

営業外費用 21

経常利益 32

特別利益

固定資産売却益 44

受取補償金 24

その他 1

特別利益合計 70

特別損失

固定資産除却損 112

投資有価証券評価損 52

その他 35

特別損失合計 199

税金等調整前四半期純損失（△） △96

法人税等 63

少数株主損失（△） △25

四半期純損失（△） △134
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

売上高 42,189

売上原価 38,721

売上総利益 3,467

販売費及び一般管理費 ※１
 2,896

営業利益 571

営業外収益

受取利息 43

受取配当金 9

その他 47

営業外収益合計 100

営業外費用

為替差損 50

その他 23

営業外費用合計 73

経常利益 598

特別利益

固定資産売却益 17

受取補償金 24

その他 0

特別利益合計 42

特別損失

固定資産除却損 44

減損損失 24

その他 29

特別損失合計 97

税金等調整前四半期純利益 543

法人税等 308

少数株主損失（△） △27

四半期純利益 262
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △96

減価償却費 2,927

貸倒引当金の増減額（△は減少） 18

賞与引当金の増減額（△は減少） △299

退職給付引当金の増減額（△は減少） △30

受取利息及び受取配当金 △193

為替差損益（△は益） △15

有形固定資産除却損 112

投資有価証券評価損益（△は益） 52

売上債権の増減額（△は増加） 17,984

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △5,217

仕入債務の増減額（△は減少） △8,965

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,399

その他 △916

小計 6,760

利息及び配当金の受取額 199

法人税等の支払額 △2,523

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,436

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △10,482

有価証券の売却による収入 8,487

信託受益権の取得による支出 △4,596

信託受益権の償還による収入 4,698

有形固定資産の取得による支出 △1,976

有形固定資産の売却による収入 89

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△471

その他 △904

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,155

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △1,217

その他 △23

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,241

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,965

現金及び現金同等物の期首残高 22,259

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 20,294
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
  至　平成20年９月30日)

連結の範囲に関する事項の変

更

連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間において新たに株式を取得したことから、宮田建設

㈱を連結の範囲に含め、貸借対照表のみを連結している。

変更後の連結子会社の数

　５社　

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

１　固定資産の減価償却費の

算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分する方法により算定している。

２　経過勘定項目の算定方法 　固定費的な要素が大きいものについては、合理的な算定方法による概算額で計

上する方法によっている。

３　法人税等並びに繰延税金

資産及び繰延税金負債の

算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっている。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環

境等に著しい変化がなく、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認

められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっている。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

該当事項なし。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　未成工事支出金等の内訳

　　　未成工事支出金　　　　　　　　　10,409百万円

　　　材料貯蔵品　　　　　　　　　　 　1,467百万円

　　　製品貯蔵品　　　　　　　　　　　　　57百万円

※１　未成工事支出金等の内訳

　　　未成工事支出金　　　　　　　　　 4,990百万円

　　　材料貯蔵品　　　　　　　　　　　 1,222百万円

　　　製品貯蔵品　　　　　　　　　　　    27百万円

※２　有形固定資産減価償却累計額　　　70,797百万円※２　有形固定資産減価償却累計額　　　68,382百万円

　○　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　12,275百万円 　○　受取手形裏書譲渡高　　　　　　　15,197百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりである。

　　従業員給料手当 1,597百万円

　　賞与引当金繰入額 605

　　貸倒引当金繰入額 525

　○　当グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会

計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動がある。

　○　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」は一括して記載している。

　

第２四半期連結会計期間

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　このうち、主要な費目及び金額は、次のとおりである。

　　従業員給料手当 803百万円

　　賞与引当金繰入額 283

　　貸倒引当金繰入額 702

　○　当グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結会

計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第

４四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動がある。

　○　「法人税、住民税及び事業税」と「法人税等調整額」は一括して記載している。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年９月30日)

現金預金勘定 12,633百万円

有価証券勘定 13,683

計 26,316

預入期間が３ヶ月を
超える定期預金

△32

償還期間が３ヶ月を
超える債券等

△5,990

現金及び現金同等物 20,294
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 94,159,453

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,482,793

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項なし。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 1,217 14平成20年３月31日 平成20年６月30日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項なし。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項なし。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ているが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認

められないため、記載していない。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動が認められない。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

建設事業
(百万円)

製造・
販売事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

27,084 14,933 171 42,189 ― 42,189

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

0 5,862 209 6,073 (6,073) ―

計 27,084 20,796 381 48,262 (6,073)42,189

営業利益 492 961 31 1,484 (913) 571

(注) １　事業区分の方法

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分している。

２　各事業区分に属する主な事業内容

建設事業　　　：舗装、土木及びこれらに関する事業

製造・販売事業：アスファルト合材・乳剤等の製造販売に関する事業

その他の事業　：建設用機械・事務用機器等のリース業務、保険代理業務、コンサルタント業務等に関する

事業

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

　

建設事業
(百万円)

製造・
販売事業
(百万円)

その他の事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

44,727 27,549 323 72,600 ― 72,600

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

1 10,848 400 11,250(11,250) ―

計 44,729 38,398 723 83,851(11,250)72,600

営業利益又は
営業損失(△)

433 1,098 23 1,555 (1,872)△316

(注) １　事業区分の方法

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分している。

２　各事業区分に属する主な事業内容

建設事業　　　：舗装、土木及びこれらに関する事業

製造・販売事業：アスファルト合材・乳剤等の製造販売に関する事業

その他の事業　：建設用機械・事務用機器等のリース業務、保険代理業務、コンサルタント業務等に関する

事業

　

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、記載を省略している。
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【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び

当第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略している。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 1,286.85円 1,303.77円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりである。

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額 (百万円) 111,606 113,141

純資産の部の合計額
から控除する金額

(百万円) 66 95

（うち少数株主持分） (百万円) (66) (95)

普通株式に係る純資産額 (百万円) 111,539 113,046

１株当たり純資産額の算定に
用いられた普通株式の数

(千株) 86,676 86,706

　

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

　

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

△1.55円 3.02円

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないため記載していない。

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、次のとおりである。

項目
当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
  至　平成20年９月30日)

四半期純利益又は
四半期純損失(△)

(百万円) △134 262

普通株式に係る四半期純利益又は
普通株式に係る四半期純損失(△)

(百万円) △134 262

普通株式の期中平均株式数 (千株) 86,694 86,686

　

(重要な後発事象)

該当事項なし。

　

２【その他】

該当事項なし。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

前田道路株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　高　　橋　　　　　宏　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　中　　山　　毅　　章　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている前田

道路株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、前田道路株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管している。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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